
家庭・業務（サービス業）・運輸からの
温室効果ガス排出量が増えています

これまで、一人ひとりが行う削減努力の効果は見えにくいものでした。

●自動車の使い方で減らす ●水道の使い方で減らす ●電気の使い方で減らす

・家庭部門：34.6％増加
・廃棄物：17.2％増加
・業務その他：43.3％増加
・運輸：8.3％増加
※1990年比
（出典：温室効果ガスインベントリオフィス
『日本の温室効果ガス排出量データ（1990～2008年度）』）

違う場所での
削減・吸収量

β自分の排出量をすべて埋め合わせできた場合、
「カーボン・ニュートラル（炭素中立）」と呼び
ます。

β自分の排出量よりも多い削減・吸収量を購入し
た場合、「カーボン・マイナス」と呼びます。

排出量

減らせない分
オフセット
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自分の温室効果ガス排出
量のうち、どうしても削
減できない量の全部又は
一部を他の場所での削
減・吸収量でオフセット
（埋め合わせ）すること
を言います。

削減努力
をする

はじめてみよう
カーボン・オフセット



1世帯あたり年間
約5040kgCO2
(2008年）

自分がどのくいらCO2を出している
か測ってみよう。

日常生活で、 CO2を減らす努力をしよう。

どうしても減らせない排出量の全部･一部を違う場所での
削減・吸収量でオフセット（埋め合わせ）しよう。

支払い

排出削減・吸収クレジットβ

風力発電

バイオマスの有効
活用

減らせない排出量 違う場所での削減・吸収量

β排出削減・吸収量はクレジッ
トと呼ばれるものに換算されて
取引されています

Å 自分が排出しているCO2の量を知ろう

Å CO2の排出は、タダではないことを知ろう

Å できるだけCO2を出さないライフスタイルを目指そう

Å CO2を減らす活動を応援しよう

カーボン・オフセットは、
低炭素生活のきっかけになります

カーボン・オフセットに関する問い合わせ先

カーボン・オフセットフォーラム（J-COF）
電話：03-5776-0402（ゼロCO2）

E-mail ： info@j-cof.org ホームページ： http://www.j -cof.org

森林管理

http://www.j-cof.org/
http://www.challenge25.go.jp/index.html

